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近年、台風や豪雨による被害は甚大化し、「数十年に一度の大雨」という報道を毎年のように耳にします。
戸塚区も例外ではなく、過去の台風では、土砂崩れや停電が発生しています。

皆さんのご自宅は安全でしょうか。もしかすると、河川の氾濫による浸水や土砂崩れに巻き込まれる恐れのある地域かもしれません。
　たとえ安全な場所であったとしても、停電や断水などにより、不便な生活を強いられることもあります。

「備えておけばよかった。」と後悔する前に、必要な備えについて考えてみましょう。

警戒
レベル 1 警戒

レベル 2 警戒
レベル 3 警戒

レベル 4 警戒
レベル 5危険な場所

から全員、安全
な場所に速やかに
避難してください

ご覧のように既に災害が
発生している地域があります

強風と横なぐりの雨で
真っすぐ立っていられません非常に強い勢力の台風

となっています

台風が関東地方に
近づいています

こうしておけばよかった…

こうしておけばよかった…

太平洋沖で
台風が
発生しました

●“マンションだから、川沿いじゃないから大丈夫” は

●今、災害が発生したら、家にあるもので何日すごせますか？
　いつもの買い物から「少し多めに」を心がけよう！
ローリングストックをしましょう。
　最低３日分（出来れば１週間分）

●備蓄品、非常用持ち出し品の準備をしていますか？
準備しておくものは、どの家族も同じでいいの？
家族構成によって必要なものは違うはず。
家族で必ず確認しましょう。

●スマホは難しいから使えないと
　思いこんでいませんか？
あらかじめ、登録
しておけば、情報
が自動的に届くな
ど、非常に有効な
防災ツールになり
ます。

●誤情報に惑わされない！ 正しい情報はどこから・・？
災害時こそ、溢れる情報の中から、正確な情報を入手することが、
自分と大切な人を守ることにつながります。平常時から、どうやっ
て情報を取得するのか、考えておきましょう。

●マンションは地下や1階にある
　配電盤が浸水し、マンション内
　の電力供給がストップして停電
　や断水になってしまう
　ことも・・

2018（平成30）年７月豪雨災害におい
て、多くの人が「被害に遭うとは思わ
なかった」として避難せず…
うちだけは大丈夫、という先入観＝【正常性バイアス】
が働き、避難がおくれてしまうと、それが命取りにな
ります。災害の危険性を自らのこととして認識できると、素早い避難につな
がります。命を守るため、ハザードマップの確認など、客観的な情報をもと
に判断ができるよう、日頃から防災意識を高めましょう。

★3つの避難行動
★分散避難
●在宅避難
●親せき・友人宅などへ避難
●避難所に行く

区ツイッター 区HP

★屋内避難
●崖や川の反対側など部屋
　の中で最も安全な場所へ
　移動する

★垂直避難
●２階以上の部屋
　に移動する

夜間など屋外に避難する
ことがかえって危険な場
合は、無理に外に出ず、自
宅建物内の安全な場所に
避難してください！！

早めに
台風への備えを
進めてください

台風の進路を確認し、
高齢者や、体の不自由な
人など避難に時間がかかる
人は避難を始めてください

直ちに命を
守るための
最善の行動を
とってください

今すぐできる！防災

◀ハザードマップを
　確認してみよう！

◀スマホからも確認！
　わいわい防災マップ

ヤフー防災

TEPCO
東京電力ホールディングス

※出典『平成30年7月豪雨災害における避難対策等の検証とその充実に向けた提言』
　　　（平成30年12月）広島市危機管理室

特集

エフエム戸塚
（83.7MH₂）

停電情報は東京電力のサイトから。避難指示などが発令さ
れた際、その情報が自
動で表示されます。
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